　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　社馬連第 ５８ 号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　平成２２年１１月２６日
会　員　団　体　各　位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日本社会人団体馬術連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　会　長　斎　藤　十　朗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　競技委員会）
第４８回実業団障害馬術大会の開催について

　秋冷の候、貴団体におかれましてはますますご活躍のこととお悦び申し上げます。

　さて、恒例の実業団障害馬術大会の日程など下記のとおり決定いたしましたので、ご案内いたします。参加団体におかれましては所定の手続きを行ってください。
　

　　
記
　
	１　日　　時：
	平成２３年１月１５日（土）～１６日（日）

午前８：００　選手下見

午前８：３０　役員、選手　大会本部前集合



	２　場    所：
	ＪＲＡ馬事公苑

東京都世田谷区上用賀２－１－１

℡０３－３４２９－５１０１



	３　参加申込及び

出場料等：
	別紙参加申込書により１２月１５日（水）までに申込むこと。（FAX可）

また、１団体１００，０００円を１２月２０日（月）までに振込むこと。

なお、経理処理上遅延する場合は事前に連絡のうえ１２月１５日（水）までに文書で申し出ること。



	４　振込先　：
	三井住友銀行　神田支店　普通預金口座　１３００６９０

日本社会人団体馬術連盟



	５　出場資格：
	出場選手は社会人馬術資格Ａ又はＢグレードに認定され、本年度当連盟に
登録された者に限る。



	６　組み合わせ抽選

及び打ち合せ会：
	平成２２年１２月２０日（月）開催の忘年会々場にて行います。
出席できない団体は委任状（様式は自由）を提出すること。



	７　助成金　：
	遠隔地団体（関東地区以外の参加団体）に対しては、助成金を支給するので出場申し込みと同時に助成金申請書により申請すること。



	８　大会役員：
	各団体は、必ず大会役員を１日につき１名派遣すること。
（当日、欠席された場合は人件費として１名につき10,000円を徴収する。）




以　上
第４８回実業団馬術大会障害飛越競技要綱

（平成２３年１月１５日〜１６日）
１　競技形式
(1) 出場資格：出場選手は, Ａ又はＢグレードに認定された者で平成２２年度資格登録者に限る

(2) 競技出場チーム編成基準：日本社会人団体馬術連盟加盟団体（準会員団体を除く）とする。
(3) 貸与馬による各団体チ−ム３～４名による対抗戦とする。

(4) 予戦は２試合の変形リーグ戦（３名）とし上位８チームが決勝トーナメントへ進出する。

(5) 決勝トーナメントは４名戦とする。

(6) 組合せは、抽選による。

(7) 競技規程は、国際馬術連盟障害飛越競技会規程第２３版（減点基準表については基準表Ａ）
及び日本馬術連盟競技会規程（平成２２年４月１日発行）（失権者の減点算出法、障害飛越競
技に関する周知事項）を採用する。２反抗失権とする。基準タイムの設定など一部ローカルル
ールを採用する。タイムについては、早着タイムを設定しそれより早い者に関しては早着減点
を課す。
(8) 危険防止の観点から、主催者及び審判団の協議に基づき参加団体責任者に改善を指導する場
合がある。
(9) 使用予定馬が故障などにより使用不能となった場合、競技前・途中の如何を問わず、予備馬
による再走行とする。

(10) その他、詳細については当日説明するので、注意すること。
２　勝敗決定方法
(1) 勝点の多い団体を勝者とする。

(2) 勝点が同じ場合は、次の順序で勝者を決める。
　 ａ．減点合計の少ない団体
ｂ．各走行のタイムの基準タイムとの差の絶対値の合計の少ない団体
　 ｃ．減点０の選手の多い団体
　 ｄ．最少減点者の所属する団体
　 ｅ．失権者の少ない団体

  (3)以上をもって決定しない場合は、抽選により決定する。
３　勝点決定法
　(1)相対する選手で、減点の少ない者に勝点を与える。
　(2)減点が同じ場合には、引き分けとする。
　　（準決勝、決勝については、タイムの速い方を上位とする。）

４　ブロックにおける団体順位の決定法は、次の順序で決める。
(1)勝数の多い団体を上位とする。
(2)勝数が同じ場合は勝点の多い団体を上位とする。
(3)前項で2チームが同じ勝点の場合は、その2チームの対戦においての勝利チームを上位と

する。なお、3チームが同じ勝点の場合は抽選とする。
(4)以上をもって決定しない場合は抽選とする。
５　決勝トーナメントにおける団体順位の決定法は、次の順序で決める。
(1)勝点の多い団体を上位とする。
(2)勝点が同じ場合は、次の順序で勝者を決める。

　 ａ．減点合計の少ない団体
ｂ．走行のタイムの合計の少ない団体（ただし準々決勝は各走行のタイムの基準タイムとの差の絶対値の合計の少ない団体）

　 ｃ．減点０の選手の多い団体
　 ｄ．最少減点者の所属する団体
　 ｅ．失権者の少ない団体
(3)以上をもって決定しない場合は別に協議する。
６　注意事項
(1) 異義の申し立ては、代表者を通じて書面により行うものとする。競技の成績が発表されてから３０分を経過した場合、申立ては受理されない。

(2) 服装はＦＥＩ規定を適用し、出場者は必ず保護帽を着用すること。保護帽は容易に脱落しないよう恒久的に取り外しが出来ない顎紐がシェル部に３点以上で固定されたものでなければならない。

(3) 拍車は丸又は棒拍とする。馬匹提供団体および審判長の指示により、着用を認めないこともある。

(4) 上記⑵⑶に違反した場合は、失権とする。

(5) 準備運動場での逆標旗は罰金３万円、飛越回数オーバーは失権とする。
(6) 馬匹、進行状況等により一部を変更して実施する場合がある。

(7) 参加者・馬取扱者・観覧者の事故疾病について、主催者は応急処置をするが、その責は負わない。

(8) 最近使用馬匹の能力が高くなっていますが、選手の練習不足のため即応できない場面がみうけられます。参加者は何らかの障害保険に加入し、危険防止の面からも十分な準備をお心がけください。
７　決勝トーナメント組み合わせ
　　平成２３年１月１５日（土）競技終了後　懇親会場にて抽選をおこなう。
第４８回実業団馬術大会障害飛越競技
参　　加　　申　　込　　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年１２月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先（☎                      　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（FAX 　　　　　　　　　　　　）
　・参加団体（参加チ—ムは下記事項を記入する事。）　（姓名とも記入のこと）
	出場予定選手
４名以上８名
まで記入可
	登録番号：

 GRADE ：
	登録番号：
 GRADE ：
	登録番号：
 GRADE ：
	登録番号：
 GRADE ：

	
	登録番号：
 GRADE ：
	登録番号：
 GRADE ：
	登録番号：
 GRADE ：
	登録番号：
 GRADE ：


	 大会役員氏名
	１月１５日（土）
	１月１６日（日）

	
	 　　　　　　　　　
 　　　　　　　　
	 　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　


	 馬取扱者氏名
	１月１５日（土）
	１月１６日（日）

	
	 　　　　　　　　　　　GRADE

 　　　　　　　　　　（　　　）
	 　　　　　　　　　　　　GRADE

 　　　　　　　　　　　（　　　）


1. 馬取扱者は、手入れと準備運動が確実にできる者とする。

2. 大会役員については特にグレードは問いません。
3. 選手予定者の変更は、出場資格を有する者に限り認める。

· 今回不参加団体
（団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
日本社会人団体馬術連盟御中
年　　月　　日
遠隔地助成金申請書
競技会名：
年月日：
団体名：
代表者名：
連絡先：
TEL：
申請者
	氏名
	住所

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


[遠隔地助成金]

対象は首都圏以外の団体の参加選手とし、１チーム５名までとする。
遠隔地助成金は１人１大会\5,000とする。
この「遠隔地助成金申請書」は競技会申込書と一緒に提出する。
